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造網性クモの野外観察において見出したトピックス 








































































































 マルゴミグモ Cyclosa vallata は，水平円網を張り，


















































tricuspidatus がイチモンジカメムシ Piezodorus hybneri
を捕食する（菊池ら，1987），オオシロカネグモがカメ
ムシに対して攻撃ラッピングする（Yoshida，2000），オ
ニグモ Araneus ventricosus がカメムシまたはサシガ
メ？を捕食（約 3 時間放置後，約 2 時間食べ続けた）
する（伊藤，2014），コモリグモが水面に落下してきた
アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus を捕食する
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